
NPO 法人 21 世紀水倶楽部 出前講座報告 栗原 秀人

「私たちの流した水はどこへゆくのか」

‐流した下水を追っかけて下水道の大切さを実感する－

多くの人は使う水の質や量には神経質すぎるほどに気を使う。安全で美味しい水を得るた

めに結構お金も使っている。そんな人々でさえ使った後の水の行く先はほとんど意識する

ことがないという結果が各種のアンケート調査から明らかだが、その先にある下水道の存

在や役割が十分にわかってもらえているのだろうかと心配になってしまう。

そこで表題のテーマの出前講座を実施した。

まず、街や暮らしが如何に水を使うことで成り立っているのか、そして使われた水のほと

んどが「下水」となって「下水管」に流されていること。「下水管」で集められた「下水」

は「下水処理場」で微生物によって綺麗にされ、「川や海」を守っていること等々を自分が

出した下水を下水管に沿って追いかけて水再生センターとその先にある水域までを辿り、

先々の街と暮らしと水の関係を辿りながら、「下水道」が暮らしや街を支え、水環境を守っ

ていることを実感してもらおうという企画である。

この講座は「生活クラブ生協・東京」主催（後援：世田谷区、世田谷区教育委員会）の「い

のちと水の連続講座」と共催し、東京都下水道局の南部下水道事務所及び森ケ崎水再生セ

ンターの絶大なるご協力とメタウォーター（株）の協賛を得ながら二日間かけて実施した

ものである。

○ 第一日目

実施日時：平成 24 年 8 月 9 日 午前 10 時 30 から 12 時 30 分

場所：生活クラブ館（世田谷区宮坂）及び地先の公共ます、下水道管（枝線及び北沢幹線）

参加者：生活クラブ組合員及び事務局（主婦等）、世田谷区職員、小学生等 25 名

NPO21 世紀倶楽部説明等対応者

石黒、栗原、高橋、塚原、長谷川、宮本、森田

講座内容

① 座学「私たちの流した水はどこへゆくのか」

私達は多くの「水の恵み」を得ながら暮らしているが、そこには「水の脅威」と闘い続け

てきた先人達の努力の積み重ねがあること等を説明した。
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水環境と私たち～街と暮らしと水のかかわり～

水循環（水の３要素＝水辺・水質・水量）と水環境

「水の恵み」
用水、環境、心
産、食、遊、街、

運 etc

水：雨水、河川水、海水、雪氷、地下水、湧水、下水等々

「水の脅威」
水害、渇水
水質汚染

etc

写真 講義風景 図 水環境と私たち

「上水」を使った途端に「下水」と呼ばれるのは何故だろうか、私たちの暮らしや街は「下

水」を排出することで成り立っていること、この下水が適正に処理されなかったどうなる

のかを昭和 40 年代の多摩川の水環境で説明した。

また、私達は水からの「受益者」である一方、気づかないうちに水に対する「加害者」に

もなっていること等を快適さを求めた街づくりによって低地や森が埋め立てられ雨水の流

出が増えていること、処理場の放流水も含め様々な排水によって多摩川の水温が上昇し、

熱帯魚の棲める川「タマゾン川」と呼ばれていること等のわかりやすい事例で紹介した。

暮らしと街＝様々な汚水を排出→水環境に影響
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工場排水
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家 庭
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ター

食品加工場

国土交通省京浜河川事務所提供

１９７０年（昭和４５年）
東京都環境局提供

１９６８年（昭和43年）

もし排水が管理できなかったら？～昭和４０年代の多摩川

田園調布堰の発泡

昭和４０年代、水道は普及、下水道は未整備。その差が垂れ流し
昭和３８年都水道８３．５％、
昭和４０年区部下水道１５％、昭和45年多摩地区下水道20％）

図 暮らしと街は下水を出している 図 排水が垂れ流されていた多摩川

下水は、各家庭だけでなく事業所、工場、飲食店等々からも発生し、これを道路下の下水

管が受け取っていること。浸水対策は河川事業だけと思われがちだが、下水道は街に降っ

た雨水を溢れさせることなく川や海まで導いていること。つまり下水道によって衛生的で

安全な街と暮らしが支えられていること、もし下水道が使えなくなったら街や暮らしがど

うなるかや、集めてきた下水は資源やエネルギーのかたまりで回収装置・再生装置を取り

付けると下水道が都市の鉱山になることなどをクイズを交えながら説明した。



Q１ 上水ってなに？ どこで使う？ 使った水はどうなる？

Q２ 上水はどこからくる？ 下水はどこへ行く？

Q３ 雑排水とトイレ排水 どっちが汚い？

Q４ もし下水道が使えなかったら街や暮らしや川・海はどうなる？

Q５ 下水を綺麗にする主役は誰？

Q６ 水再生センターのその先は？

Q７ 下水道はどんな資源・エネルギーを集めている？

Q８ 水道と下水道 お金を払っているのはどちら？

Q９ 一人一日 下水道に幾ら払っている?
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２ 下水道って何？
～下水道は、街と暮らしを支える大切なインフラ～

○暮らしや都市活動に伴って、生活排水、営業排水、
工場排水など様々な汚水が発生。

○街に降った雨水の排除も必要。

下水道は

●さまざまな汚水を
下水管で集める

●雨水も排除

※都市の水の管理が
可能 （排除、処理、制御、

活用）

「下水道は街と暮ら
しと支えている」

〇大地震等で下水道が使えなくなったらどうなる?
「トイレが使えない」も重大だが
・住宅やビルから汚水が流せない
・街に汚水が溢れる
・処理ができずに下流に垂れ流し
・下水管が壊れ、道路交通を遮断
・その他

→都市機能の麻痺・地域経済への影響大

〇他のライフラインとの違い
水道：断水→貯水槽、給水車、ペットボトル、雨水等
電気：停電→発電機、発電車、懐中電灯、電池、薪等
ガス：供給停止→プロパンボンベ、カセットボンベ、薪等
下水道； ? →仮設ﾄｲﾚだけ?

下水道は代替の無い
ライフライン！

下水道施設が被災した場合の
街全体に及ぶ重大な影響

しかし、下水道施設（下水処理場と下水管路）の老朽化対策、耐震化は不十分。
東日本大震災では各地で大被害が発生。長期にわたって重大な影響が。

もし下水道が使えなかったら

図 下水道の機能 図 下水道が使えなかったら？

また、自分が流した下水道がどこへ行くのかをわかっていただくため、会場のクラブ生活

館から出される下水の行く先を、排水設備→ます→枝線→そして次回に辿る下水道幹線（北

沢幹線、大森幹線など）→水再生センターまでの流れを地図で説明した。

東京都（区部）の下水道

下水は
どこへ行く？

家庭
学校
ビル等
↓

下水管
↓

水再生センター
↓

生活クラブ館で使った排水は、
森ケ崎水再生センターへ向かいますが、
さて、どこを流れて行くのでしょうか？

直線で約１３．６ｋｍ
さあ、うんち君と一緒に
トイレから流れましょう！

生活クラブ館

森ヶ崎水再生センター



生活クラブ館

表通り（西福寺通り）の下水道管に
つながり、北沢川緑道に向かいます。
東京都公共下水道台帳 施設平面図から 地下1.8ｍの深さ、

直径60～80ｃｍの

下水道管で、
約１００メートル流
れていきます

公共下水道台帳は、下水道局のホームページ ｢下水台
帳案内｣ で誰でも見る事ができます。

続いて北沢幹線を東へ！
宮坂三丁目交差点で北沢川緑道の地下にある北沢幹線
へ流入、緑道の地下を東に流れ、梅が丘駅を過ぎた辺り
で小田急線を横断します。

生活クラブ館

北沢幹線

北沢川を蓋掛けして下水道の
幹線にしています。

上流の上北沢五丁目では、直
径１．６５mの円形管。

宮坂三丁目で、４m×３．６mの

矩形管。

環七付近では、４m×４．４m

北沢川緑道

北沢幹線
宮坂三丁目

環７を渡って三宿、池尻
山手通りへ

降雨量が多くなると、
雨水分として分水し
目黒川に放流します。

目黒川幹線

直径2.３ｍ

北沢川緑道

烏山川緑道

目黒川

環７を渡り、北沢川緑道の地下を池尻へ。三宿二丁目で烏山
幹線と合流して、目黒川幹線に。池尻交差点で玉川通りを左
折して渋谷方面へ。池尻大橋で右折して山手通りへ。目黒川
に沿ってひたすら大崎方面へ。

環状７号線

烏山幹線

北沢幹線 4×4.4m
三宿三丁目

池尻交差点

池尻大橋

山手通り

北沢川緑道のせせら
ぎ水路の水は、落合
水再生センターの再
生水が流れています。

８月２３日の集合場所

山手通りから
鉄道を幾度も横断して

第一京浜国道へ

山手通りを大崎方面に向かい、大崎駅手前で線路に沿って西品川一丁
目に向かい、横須賀線・新幹線を横断した後、さらにりんかい線を横断
して品川区広町一丁目へ。
ここで戸越幹線を合流して、森ヶ崎幹線に。森ヶ崎幹線はさらに京浜東
北・東海道線を横断して第一京浜国道に向かいます。

目黒川幹線

直径2.5ｍ
芝浦水再生センター

都心部などの下水を処
理しています

森ヶ崎幹線

大崎駅

広町一丁目

西品川一丁目

山手通り

戸越幹線

第一京浜

第一京浜国道を
南下して森ヶ崎
水再生センターへ

南品川４丁目交差点から第一京浜国道を南下。その後、大森警察署前
で国道から分かれ産業道路に入り、大森東４丁目で大森幹線に合流し
て東に向かい、住宅街を通って森ヶ崎水再生センター（西施設）へ流入
します。

（東施設） 能力106万㎥

森ヶ崎水再生センター

（西施設） 能力48万㎥

南部スラッジプラント

海底トンネル（汚泥、洗浄

水、冷却水などを送っている）

森ヶ崎幹線

3.6×3.25ｍ

大森幹線 直径5.0ｍ

南品川四丁目

大森東四丁目

大森警察署前

第一京浜

産業道路

皆さんの下水（生活クラブ館で使った排水）は、
どこを流れたかわかりましたか？

全長２３．３ｋｍを
うんち君と一緒に
旅してみました。

生活クラブ館

森ヶ崎水再生センター

② 流した下水を追っかける第一日目」

講義終了後、トイレットペーパーを固めて着色した擬似ウンチ君をトイレから流し、排水

設備から公共マスに流れ、取付管を通って下水道枝線、北沢幹線へと順次流下してゆく状

況を確認した。ますや人孔の蓋を開け、目、耳、鼻で下水を実感してもらうとともに、そ

れぞれからテレビカメラを入れ、実動画を見せることで。下水の行く先を確認した。現場

では、下水道の正しい使い方の他、下水管の調査、補修方法の説明を行なった。



汚水ますは、家庭からの排水を下水
道管に流します。

汚水ます

小型

丸型

汚水ます

雨水ます

区役所が管理して
います

下水道局が管理しています

写真 下水道への入り口 写真 ますを覗く（目視とテレビカメラ）

また、世田谷区職員による雨水浸透ます、透水性舗装等の説明も行なった。

現場見学中、参加者から作業員に「ご苦労様」の声がかかり、また最後に「下水道が身近

に思えるようになりました。」という声があり、スタッフ一同大変感激した。

写真 雨水浸透ますをのぞく



○ 第二日目

実施日時：平成 24 年 8 月 23 日 午前 10 時から 15 時 30 分

場所：北沢幹線（下流の幹線の沿って車中森ケ崎へ）及び森ケ崎水再生センター

参加者：生活クラブの組合員・事務局、小学生等 26 名（一部は今回のみ参加のみ）

NPO21 世紀倶楽部説明等対応者

石黒、栗原、高橋、長谷川、宮本、森田

講座内容

①「流した下水を追っかける第二日目」

第一日目の生活クラブ館の下水がどこに行くのかを追いかけるために、北沢幹線への分水

先である目黒川に近い東急池尻大橋駅に集合して下水幹線等を見学した。

目黒川の再生水による清流復活、洪水対策としての下水道と目黒川の役割を見学した後、

「目黒川緑道」を北沢幹線特殊人孔まで徒歩で遡り、途中、「用水としての役割→都市化と

用水の埋め立て→下水道の整備→清流の復活等」の歴史的解説や「再生水の水質、用途と

処理方法」等の説明を行った。その後、三宿二丁目の特殊人孔の上から下水管を流れる晴

天時下水を目視とテレビカメラによって確認、「合流式下水道の役割、雨天時流量と雨水吐

き」等の説明を行った。

写真 目黒川を観る 写真 特殊人孔を覗く（北沢幹線）

ここから先は用意したバスに乗り込み、北沢幹線→（烏山幹線と合流して）目黒川幹線→

（戸越幹線と合流して）森ケ崎幹線→大森幹線の流れにできるだけ沿いながら、地名・道

路名で言えば、池尻大橋から山手通り→大崎駅→新幹線等数多の鉄道を横断→第一京浜→

大森警察前で産業道路→住宅街を通過し、道中の昭和４０年代から現在に至る沿線開発の

様子なども講義されながら森ケ崎水再生センターへたどり着いた。

車中では、道路下にある輻輳する各種管類の話、工事中の苦労話し等に加え、次のクイズ

を行なって下水管に関心を持ってもらえるよう工夫した。



Q１ マンホールの蓋は何故丸いか

Q２ 東京都の下水管延長は、新幹線の東京－京都間何往復か

Q３ 全国の下水管の総延長は地球何周か

Q４ 東京で一番大きい断面の下水管は何畳間あるか

Q５ 一番深い下水管は地下何メートルに埋められているか

Q6 今でも使われている一番古い下水管はいつ頃埋められたか

皆さんの下水（生活クラブ館で使った排水）は、
どこを流れたかわかりましたか？

全長２３．３ｋｍを
うんち君と一緒に
旅してみました。

生活クラブ館

森ヶ崎水再生センター

写真 自分の流した下水の流れに沿って下水幹線を辿る

② 森ケ崎水再生センター見学

所長の挨拶の後、次長から森ケ崎水再生センターが昭和３０年代から計画されていたこ

と、建設開始当初の 40 年代から現在に至る諸処の苦労話しが披露された。

次いで「できるだけ自分の出した下水が綺麗に処理されていく様子を説明して欲しい。」

との当方の勝手な要望に応えていただいた TGS（東京都下水道サービス（株））の水環

境案内人によるわかり易く丁寧な下水の流れに沿ったバックヤード的現場案内を、目で

見、耳で聞き、鼻で嗅ぐなど出来る限り五感を活かしながら廻った。

写真 しさを覗き込む



(ア) スクリーンとしさ→家庭などから流されたゴミなどを確認

(イ) 一沈（最初沈殿地）沈殿水→大きな塊の汚れが取り除かれていることを確認

(ウ) 生物反応層で活躍している微生物の顕微鏡動画観察→下水中の汚れを分解す

る主役である微生物の動く姿に皆さんは大興奮。元気に歩き回るクマムシもい

て、これにはスタッフも大喜び！

(エ) 参加者が家庭などから持ち寄った汚水の水質測定→それぞれの汚れの大きさ

をパックテストで確認

(オ) メスシリンダーによる活性汚泥の沈降観察→これが二沈（最終沈殿池）の機能

ですと説明

(カ) 二沈（最終沈殿池）沈殿水→微生物の力を実感

(キ) 砂ろ過施設とろ過水

(ク) 小水力発電施設

(ケ) 放流口と東京湾→自分達の流した下水を追いかけ、綺麗にされた放流水が東京

湾に戻っていくことを確認

参加者には、汚いと思う水を採取して持ってきてくださいとお願いし、再生センターで

COD パックテストを自ら行なってもらった。

お風呂の残り湯、金魚の水槽、米のとぎ汁、洗い桶の水、洗濯排水、近くの河川水、い

ろんな水を持ってきていただいたが、比較対照として北沢幹線で採水した下水、再生セ

ンター流入水をテストし、一沈沈後水、二沈沈後水、再生水等処理過程ごとの水と水道

水等もテストした。流入下水の値が 80～100、持ち込まれた下水のうち汚いものが同程

度の値を示し、自分が出している下水の汚さが実感してもらえたのではないか。

最後は、特別に放流口まで見せていただき、下水道によって処理された水が再び東京湾

に帰っていく様子をも見ていただいた。

写真 持ち寄った汚水の汚れをパックテストで測定



参加者からの感想

後日、参加者から次の感想をいただいた。普段は意識されない下水、自分たちが下水を

流していることに気づき、そしてその先で頑張っている下水道について理解していただ

けたのはないかと思う。（原文のまま掲載）

講演を聞き感じたこと、今後活かしたいこと

使って流す水は、とても多いということに気づきました。使う順序を考え、きれいな野菜・くだも

の→どろ野菜の順に同じ水を使い庭のまき水にするなど、とても気をつけるようになりました。

又、食器・鍋は必ず古布でふくようにしています。そのように気をつけていても、テストをすると

結構汚れているなと思いました。

水再生センターの取り組みを見せていただき、とても勉強になりました。使った水を、ここまでき

れいにしていただき、ありがたいです。

夏休みで親子で見学できたので気楽に参加することができました。

上水道とはちがい、目にふれにくい下水道の海までの経路をたどることで水の大切さを改めて

感じた。また、放水口で、泡立っているのは合成洗剤ときき、これだけの処理を時間とエネルギ

ーをかけても合成洗剤がのこり、この中で魚が育つことを考えると、石けん運動をもっと広める

以前に、水を使わない暮らしの工夫が必要と思われた。

なかなか下水処理施設を見学する機会もなかったのでたいへん有意義な体験でした。

1回目～2回目と、生活排水のゆくえを追いながら見られたのは効果的で良いと思います。

見えない道路下の下水道管に思いをはせながら今後生活できると思います。

微生物がこんなに働いてくれているとは知らなかった。微生物についてもっと詳しく知りたいと

思いました。

今回知人からのさそいで参加できました。ありがとうございます。下水に流す水を気をつけてい

きたいと思います。汚れたにおう汚水をきれいにして下さってとてもありがたいと思いました。

トイレで流す度ありがとうと言うようにします。

説明staffの方々の員数、熱意に感激。参加の方々も多く関心の高さに驚きました。

再生水の利用例が多くうらやましかった。

毎日使っている水ですが、汚さないようもっと心がけたいと思いました。

雨水の活用をもっとすすめられないものかと思います。

目黒川の上流（下水道になる所）を見れてよかった。東京の4分の1の下水処理をしている現場

を詳しく歴史から見れてとても勉強になりました。都会に住んでいると、自分達の使った水がど

こから来てどうやって河や海に流れていくのかなかなかわかりにくいですが、環境を守るため

にも知ることは大切だと思いました。目黒川の臭いを話題にするときは伝えていきたいし、子ど

も達も知ってほしいと思いました。ありがとうございました。



快適な生活の裏に自分が汚したものの処理をして頂いていたことに今さらながら感謝です。

水道料金も下水処理を考えると安いのではないかと思いました。

前回もよかったですが、今回、処理施設をていねいによく説明していただき、よかったです。

お皿の汚れは、油だけではなく、すべてふきとってから洗います。

出した汚れは、なるべく元に近い状態にして環境に返すことが、水ではきちんとできていること

がわかりました。

微生物で処理しきれないものを排出してはいけないと思いますので、化学物質の排出は減らし

ていきます。処理水を流すことでできる自然の水のある風景も大切だとわかりました。

実際に自分の足で歩き、見ることの大切さを強く感じました。学ばせて頂いたことは沢山ありま

すが、特に印象に残ったことは、目黒川の深い人工の三面コンクリートの川面、町中では洪水

などを防ぐ大切なものだということ、またせせらぎの清流が守られたのは、住民の声あってこそ

ということなど。それから再処理場では、私たち自身が汚した水を微生物がきれいにしてくれて

いるということなどです。再処理場が微生物の牧場なのですから、日々の生活で、少しでも水

を大切に使って水を汚さずに生活していきたいと思いました。

環境にやさしい「せっけん」を使うことを提案しているグループ「せっけんの家」で、今年私たち

も川崎市麻生区市民館との協働の自主企画で、“自分たちの流す水のゆくえ”を企画しまし

た。今回の4回・バスツアーの連続企画はとても参考になりました。

下水道に対する見方が変わりました。一人一人が自分の流す水について思いをはせ、気をつ

けるようになれば、川も海も昔のような“きれい”な水質になることを実感できました。

下水について勉強になりました。

・汚水をへらそうと思いました。→食器のあらい方、せっけんへらしてすすぎ水をへらす。

・下水の浄化についてしりたくて、水再生センターのHPから調べはじめました。自然浄化のしく

みも、処理センターのやり方を知っていく中で納得できてきました。湿地・干潟の重要性から生

態系保護の必要性までつながりました（インドネシアの泥炭層まで）。

（環境学習は水再生センターのHPから入門するといい）（処理場は水を浄化する生態系）

・再生水は一般には販売しないのでしょうか？設備投資がいるけど。

・下水処理場のすごさ、大事さが、いまいち世の中に浸透していないような気がする。川にごみ

だけでなく犬のふんをすてる人がいる現状。川は勝手に（S30年以降）きれいになったわけじゃ

ない。

・集中豪雨でオーバーフローするときも、初期雨水は分離する、しかたなく放流する分も簡易処

理（砂沈）をされているのが、すごいと思った。


